
を抑制します。

■論文1. 第56回 日本学術会議 材料工学連合会（2012）‐「高炉スラグと亜硝酸を活用した自己修復型防錆塗装材」
　　　2. 土木学会 西部支部 技術発表会（2015）‐「自己修復型新規防食塗料を用いた防食塗装システムの性能評価」
　　　３. 腐食防食学会 材料と環境 Vol.67.No2 「高炉スラグ混合セメント系防食塗料組成物の挙動と防錆メカニズム」  
　　　４. 腐食防食学会 材料と環境 Vol.67.No8 「高炉スラグ混合セメント系防食塗料の防食特性に関する電気化学的検討」  

販売代理店

◆施工実績

※本仕様内容は標準仕様で予告なく改訂することがあります。　※塗装方法は吹き付け、刷毛塗り、ローラー塗りが可能です。
※本工法・材料については販売登録社のみへの販売とします。  
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仕 様 公共工事仕様 高耐久性仕様

St-2 3種ケレン程度（浮き錆、コブ錆は必ず除去）

標準仕様 薄膜仕様省工程仕様

下地処理

施工対象
（目的）

高防錆性、長期重防食を
必要とする箇所

高耐久性、耐水性を
必要とする箇所 標準的な仕様 工程を省略した仕様 高防錆性、高耐水性を

必要としない箇所
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弱溶剤エポキシ樹脂塗料

SRトップF
上塗MS

弱溶剤フッ素樹脂塗料
120ｇ/㎡
25μｍ

SRトップF
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120ｇ/㎡
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SRガードWE
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240ｇ/㎡
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上塗MS

120ｇ/㎡
25μｍ

スラグリードSR
プライマー

200g/㎡
60μm

弱溶剤エポキシ樹脂塗料

スラグリードSR
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200g/㎡
60μm

アクリル樹脂系エマルジョン塗料

スラグリードSR
下塗
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180μm

アクリル樹脂系エマルジョン塗料

無溶剤系柔軟形エポキシ樹脂塗料
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スラグリードSR
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180μm

スラグリードSR
トップ中塗

140ｇ/㎡
30μｍ

合計塗膜厚

スラグリードSR工法
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180μm
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SRプライマーにて
NO2－の溶出を遮断 SRトップHG or

SRトップF上塗MS
上塗／

中塗／スラグリードＳＲプライマー

“スラグリードSR工法”ではスラグリードSRプライマー使用することで、SR下塗中の水溶性成分である特殊防錆剤（NO₂-）
の溶出を遮断し長期にわたる防錆性能を発揮するとともに変色を抑えて、スラグリードSR下塗の表層に浸透し堅固な状態に
します。また柔軟なスラグリードSR下塗に追従し塗膜の割れを防止します。さらに上塗を安定的に付着させる役割を果たして
おります。

（　　　　　　　　　　　 ）

不働態
鉄の酸化物中の一部の鉄が亜硝酸イオンによって還元され、安定な酸化物不働態皮膜を再構築する。

●塗膜が高アルカリ性のため、鉄鋼面を不働態化し、腐食を抑制します。

●高度な下地処理は不要です。

●塗膜に細かな損傷部分があり、腐食が進行する場合、特殊防錆剤の浸透効果により
不働態被膜（Fe₃O₄）を再構築し、錆の成長を抑制します。
●下塗は、塗膜に柔軟性を持たせ厚膜性と下地材との密着性に優れています。

●SR下塗単独での使用は、特殊防錆剤の消耗が進み、防錆効果が弱くなります。

●上塗は、美観などを考慮した、耐候性の高い塗料です。

水分 NO₂-下塗は
湿潤面に順応

光
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促進耐候性試験（サンシャイン・ウェザー・メーター）

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

アクリルシリコン樹脂塗料

SRトップHG

弱溶剤形ポリウレタン樹脂塗料

フタル酸系塗料

塗膜の種類

膜厚減少度
／年あたり

ふっ素樹脂塗膜
（SRトップF）

0.5
μm／年

1
μm／年

ポリウレタン樹脂塗膜
（SRトップHG） 硬質ポリウレタン樹脂塗膜

2
μm／年

軟質ポリウレタン樹脂塗膜

4
μm／年

エポキシ樹脂塗膜

10
μm／年

【参考資料】 防錆管理Vol.32、本四技報Vol.16より抜粋（S46/7～S56/8 10年間　御前崎にて曝露試験を実施した結果）

スラグリードSR工法 重防食塗料

■NO₂-/Cl-のモル比とpH環境による影響 九州工業大学大学院 工学研究院／准教授　日比野 誠 JIS K 5600-7-9 塗膜の長期耐久性（複合サイクル試験）

■電位-pH図

■pH比較

特殊防錆剤の防錆効果は、強アルカリ（ｐH≧10）でかつNO₂-/Cl- ≧1で、最も大きい

中塗・上塗

12-13

特徴

完全不働態域完全不働態域

スラグリードSR工法 中塗（プライマー）の役割

腐食促進試験（　　　　　　　　　　　　　　 ）

塩水噴霧試験


